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孀婦岩構造骼は，伊豆・小笠原弧を北都と肉郁4こ二分する大構退縮である。平成9 年5 月13

11～231ﾖ にかけ，海洋科学技術センター所布の海洋禺査船「よこすか」による地形淘査及ぴ，

『しんかい6500 』による避航調査が行われた。

この調査の鈷果この構造練に沿って1 ）塊状火ll岩，2 ）八４７ロクラスタイトなどの火山

砕91岩，3 ）火山性單磧岩，4 ）泥公・シルト岩などか分布していることか観察された。産状で

は下位において塊状火山岩と伴われる火||』砕剌岩がl;t越し，上位では火山性堆積岩に移行する

傾向が明らかになった。

火lll岩は， カンラン石玄武９， カンラン石一場鴿輝石玄武岩，無職晶玄武岩，ドレライトな

どの塩＆性火山岩か拝収された。S-1 海山･F部からは緑レン石一緑泥石麦貿した玄武岩貿火111

岩が採取された。

キーワード：伊豆・小笠原糺 孀婦岩碼造纖．塊状火lll. ハイフロクラスタイト

Geological  and  Petrographical  characteristics of

Sofugan  Tectonic  line

-Report  of YK97-04  cruise-
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The  Sofugan  Tectonic  Line (S17J  which  is located central part of Izu-Ogasawars  Arc  shows

NNt-SSW  trending  arid cross  cutting Ihe  whole  I/n>Ogasawara  Are. During  VK07  (M  cruise,

topographic  survey  by  M/V  -YOKOSUKA"  and  4 dive  survey  by  "SHINKA1  0500"  were

successfully  performed  around  the STL

The  STL  has a 200  kin-long steep slope (move  lhan 70 degree  in inclination and  1000  in height >

in  this study  ai-ea . Tit* dilution  of STL  is changing  Uttat NNK  -SSW  to NNW-SSE  at Ihe S-6
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&eamount  which  locate southern  corner  of STL

Stratigraphccai  cross  sections  were  successfully  observed  along  the  STL.  lithology  of the

typical cross  section of the STL  is divided  into the  following  four  units in ascending  order  1)

massive  volcanic  rocks  (dyke  and  lava),  2) hyaloclastites,  3)volcanigcnic  sediment.  4)

sedimentary  rocks  (mud  or silt stone).

Many  subaqueous  volcanic  rocks  and  hyaloclastitic  fragment  (ol-basalt,  ol-cpx-  basalt,

dolelite. etc.) are  observed  lower  to middle  part  of each  slops  along  the STL  (S-2.  S-3.  S-4

seamount)  ･ Volcanigenic  sediment  and  sediroeritaiy rocks  were  observed  middle  to tipper part of

the  STL($-2,  S-3,  and  Sawa  seamount)-  Especially  mud  and  hyaloclastite  alternation  we>*e

observed  along  the  upper  part  of the  slop  from  S-3  and  Sawa  seamount  . These  lithological

changes  show  the  decree  of volcanic  activity. These  volcanigenic  sediment  indicate  that the

decay  of volcanic activity, and  mud  stone  means  change  of geological  setting to gentle  sediment

basin.

Altered  aphiric basalt which  replaced  by  saponite,  chlorite, natolite, analcite. and  epidote  was

sampled  from  the  lower  part of $  -4 seamount,  and  considered  to the  oldest  and  most  altered

volcanic  rocks  from  the STL  On  this study) area.

K ≪y  words:  Izu≪Ogasawara  Arc, 'J"hc Sofugan  Tccionic  I.inc, massive  volcanic  j-ock.hyaloclasiite.

1. はじめに

孀婦岩構 造縮は伊豆・小 笠原弧を机断する大構 逮縊で

あ り（閥 一1），西之島舟状 誨盆 の北西秘 付近で は. NE-

ｓｗ の方向性 を111し70 ’を越 える傾斜と比臨約1.000m の

急崖が200km に わたり連続 し発達 している。こ の孀婦岩

構途線を境に，1 ）海底地 息的特徴，2 ）火ljlフロ ン|･ の

岩石化字組成，3 ）震雄分布，4 ）背 弧1111地 の分布 が異な

り， 伊 豆 一小 篆原 弧 は 南 北に ２分 され て い る （湯 浅，

1983，Ｙｕａｓａ.1985， 湯浅・村 上｡1985 ）。

こ の構造線に沿って発達し た急lilに おいて 「し んかい

6500 」に よる潜航糾査が行 われ（＃339 潜 航），Ｆ位 より

|･｡位に|匈け塊状火|||岩， 火ljl砕jl’j岩， 火III性堆積 升， 未

固帖堆 積物が分布しているのが繊察 され，伊ｇい 小 篆・

におけ る新 麗リフテ ４ングや 第円紀 火||』フロ ント活助以

前の火成活動の特徹を示して いるもの と推定 され た｛坂

本他，1997 ｝。

こ の様に嫡如l冫;榊造線に沿って，伊 Ｑ・小 笠庫愚の ｈ

部地殻物貿が霧川しているI’11能性があ り， さら4こ111111に

含まれるハ ンレ イ岩質の深成ｎ も採収 されて お り（坂 本

他，1997 ），蹈illa 構 造線周 辺の潜 航調査を行うこ とに

より， 海 洋件心 弧の構 造発 達を 考察 するll でI畋要な 試

科・デ ータが11 られる ものと考え られる。

本論では，･|勺駝９年5jj に娼婦冫2構 造翰川辺で彳jわれた

「しんかい6500 」に よる濳 航調査 とほ舶 「よこ すか 」に

よる海底 地彫闘査の銃 眼について 報告す るものであ る｡，

２釦

2. 調査概 要

本 航海は 平成９年５月131j （セ ンター岸殞 発）から５月

23EI （父島 二見港着）にかけて 行われ た。 調 介は， 孀Ｍ

岩構造穣付 近の急j･ilで 糾察 される の岩 棚を とらえ。 伊 豆

一小笠 原鵬弧 にお ける 上部地殻柳Ｘ を明 ら かに し，1111111

に採 取され た構 成岩石の特徹 を』11らかに し， 励弧11 部の

発達 とそれに伴うy μi 学的特 徴を とらえる事 を|| 標 とし

た。

本航海で は「し んかい6500 」に よる露頭観 察及ぴ,吠料

採収 と， 雌船 「よこす か」に 搭繊のマ ルチ ナロ ーピ ーム

による悔底 地息調 査。 プロト ン磁力,11･に よる地 磁気I閥査

が行われた （坂本 ・亅ａｒｖiｓ，1997 ）｡ 孀鈿|岩構造翰闘 辺の

調査に 先だって，パ レスベ ラ海 盆海域で 地形･ 地磁気･ 及

び 「しんかい6500 」に よる潜航調 査が行 われて いる （沖

野ほ か，1997 ）。 本調 査では ＃365 ・ 367 潜航 は坂 本が｡

＃366 ・ 368潜航 をP.AJarvis が潜航 し観察を行。た。

2.1. 地 形調査

本航 海で 行-』た地 彫
丿
闘齊ill線 を【11 1に 示す。|司 】の

ように 本航 海では， ＃365 潜航j,lj辺に 位置 して いるＳ ６

(後述) 海山朋 辺，＃366 ・ ＃367 滞 航付近の海|||周辺， 及

び＃368 潜航周辺の沢海|ll付近 の地形調命を行っ た。

孀婦?I;構途線に沿,J ては.llj 束部をOTfci m 構造 線の急

峨によ｡ て 切られ たfrillが幾り か分布 してお り。こ れら
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を本論分では便宜的に北よりS-1 海山『28°35.0" N, 140°

1S.01E付近に山体巾心を持つ海II.』). S-2 海山(28 °20.01

N，140015.0･ Ｅ付近に山体中心を将つ海山). Ｓ-3 海山

(28･10.0･Ｎ.140･8.0･ Ｅ付近に山体中心を持つ小規模海

III)，S-4 海山(27･56.0' Ｎ，140Q5.0'Ｅ付近に山体中心

を持つ 海山)，S-5 海III(27 °25.0' N* 133 °55.0" E付近に

山体中心を持つ海山)，天保海山(27 °10.0'Ｎ，139 °8.0'

E 付近に山体中心を持つ海山), S-6 海山(26 °40.0'Ｎ，

139°8.0'Ｅ 付近で娼蠑岩構遣線の南端に位置し, NW-SE

方向に伸びた海【工|】とした( 図一2)。

2.2. 潜航調査

「しんかい6500 」に よる潜航調査は，孀婦岩構造線の

急崖を昇るルートで３潜航，西ノ島舟状海盆東縁の沢海

|||付近で１潜航か行われた。潜航調査では露頭における

火||17:や堆佃岩の地貿産状目視観察と岩石試料採取を行

った。

|｜I I 伊 Ｑ ・ 小 警 原 佩 及 ぴ 孀 婦 穴 晧 造 穐 周 辺 に お け るI潤 香海 域11j

I'ig. 1　lnr ｓ1011m 即oflhedi ｙｔpoin4 羃ld ｓlllsｅytｎｘklilK ヽaround tｌｌｅ

ＳｏＳｌｐ ｌｌＴｅ｛10111cI.ille 011 111e Izｕ･Ｏｇａｓａwａrａ Ａｊ･､･.
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2.2.1. #  365潜航　　　　　　　　　　 ，

#365 潜航は孀婦岩構造線の南端Ｓ-6 海山の 東佃斜面

で行われた。Ｓ-6 海山の東側斜面は, NW-SE 方向に約

30km に渡って急斜而が発達しており，＃365 潜航はこ

の東側斜而の北部に発達する急斜面に沿って行われた。

調査I羂始位置:26･46.492' Ｎ，139 °35.S19' E, 水深

3.777 m

飼査終了位叡:26 °46.021'Ｎ，139 °34.674'£, 水深

2,770 m

であり，潜航観洲li 離は約2,000m であった。本調査に

より２本の柱状採泥と，７個の岩石試科を採取し，219 枚

の写真撮影とビデオ画像撮影を行った。

2.2.2. #366 潜航

＃366 潜航はS-4 ≫|llの南東側急斜面上で行われた。

調査開始位政:27 °53.880'Ｎ，140 °C5.2741E，水深

3,713 m

Ｍ ２ 嫋 ＆j冫;構 造 輸 周 辿 の 群 庭 地 形 羞 ぴ 地 彫 名 称 。 Ｓ Ｉ ：

Ｓ･ １ 海lll.S2 ；S･2 火|11.S･3 ； Ｓ･Sjfclll.  S

４ ： Ｓ ４ 海||| ． Ｓ ５ ： Ｓ- ５ 海||| ． Ｓ･ ６ ： Ｓ･ ６ 海||| ．

Ｍ ： 木 眼 海ill.  T  : 天 保 海 山

Ｆｉｇ.２ Ｔｏｐ６ｇｌ･apliic  map  around S0111gan l ｀ec10111c line

Ｓ Ｉ : S l ｓｅｉｌｎｌｏ･･11 .Ｓ ２ 丁Ｓ ２ Ｑ ｓヽｎ拗mlt5 3:S

3 ｓca1110･1111. Ｓ ･4 : S I ｓea111011 ●| .S 5:S･5

ｓｃａｍ‘jｕ111 .Ｓ ６ : Ｓ ６ ｓｅａｌｌｏｕlll . Ｍ: Ｍ ｏｋｕyｏ

sea111011nl. Ｔ:1 ￥111po ｓごalllol1111 ｡
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調査終丁位置:26 °46.021 "N, 139･34.674' Ｅ， 水深

2,770m

であり，潜航観濆|』距離は豹2,000m であった。本詢査に

より1 本の柱状採泥と，？個の岩石試料を採収し，284】枚

の写真撮影とビデオ画像撮影を行った。 －

2.2.3.＃367 潜航

＃36? 潜航は. S-3 海山の東側斜面上で行われた。S-

3 海山は＃339 潜航の行われたS-2 海山の詣西端に位置

している小旻獏海山である。

調査開始位置:28 °09.726' N, 140 °10.042'Ｅ，水深

3,439m

調査終了位ｌ:28･10.49?' Ｎ，140･09.205' Ｅ，水深

2,280 m

であり，潜航観測距離は約2,500m であった。本調査に

より１本の柱状採泥と，重3個の岩石試料を採収し，370

枚の写真撮影とビデオ画像撮影を行った。

22.4. #368 潜航

＃368潜航は西ノ島舟状海盆東緑の沢海|lj東側斜而で

行われた。　　　　　　　　　　　　　　'

調査lll始位ia : 27･36.672'Ｎ，140･31.441'  £, 水深

3.591m

調査終了位置:27 °36.559' N, 140*30.244'E, 水深

2,545 m

であり，潜航観測距離は約2,000m であった。本調査

により1本の柱状採泥と，15惆の拷石試料を採収し. 219

枚の写真撮彫とビデオ11111蠍倣彫を骭った。

3. 調査結果

3,1. 孀婦岩構造鎔周辺 の地形的特徴

W-3 は本航海により俳られたデ ー タ及び既 知の斟い

デ ータをjllいて插いた飼査地付近の海底地廊関であ る。

本I調査海域において. mm?:- 構造線はＮＮＥ-SS ｗ 方1111の

走|匈を示し，その東側斜gliに沿って，比高1,000m 以ll の

忽li!が水で距離約250Knl に渡って辻続して 発達しいるの

が確認された。孀 婦岩構造綰はI調査範囲内にお いて， 天

保海|||の鹵5-6 海||lfl竰でNNW-SSE 方向にその走|rll方

向を変え，斜j･fの方lfl』も北東傾斜に変化する。|司様な走

向傾斜の変化は，調査範囲北端 部のS-1 海|||｡1とゐ･でも観

察するこ とか川淞る。

孀如 岩硝造線にilh て分布するS･ 1， S2 ，S-3 ，S･4 ，

S･ 5海ljlはいずれもその朿倔（S 6 は北東側）に急斜lai

がｉ 達しているか，そのｋ 対伽【S6 海山はjﾋ 西゙側】は，

ａ2

なだらかに北西方向へ顔剱しているのが明らかである

（各潜航断面図を参照，圓-3 ，-5 ，-7 ，-9 ）。

西ノ鳥舟状海蜚東端に位置する沢海山は（191-10），そ

の山圃は円錐形を呈した海111であるが，その基膿部には

台地状の高まりが発達している。周辺海底から台地状地

形頂部までの比高は約1,000m であり，台地状地形から沢

海III頂部までの比高は1,600m 程である。沢海11】の東仰半

分には急斜而(NNW-SSE 走向方向に延長約40Km ）が

存在し，基底部の台地状地形まで発迷している。忽斜汕i

の比蒿は約2,2（10mに達している。この急斜而は単一でな

く，沢海山頂部ll=I央付近，沢海山111体束朗斜i･i，沢海|||

基底部（台地状地形）東鉗斜ii の3段 階にわたって発達

している。さらに沢海111束側急斜而の東側には， 金曜・

こ|こ喟海山との同に幅30km （ＥＷ方向）長さ45km （ＮＳ方

向）深さ500m のグラーベン獣の凹地が発達しているの

が確認された。

3.2. 地興学的 特徴

3.2.1. #365 潜航( Ｓ-6 海山)

＃365 潜航 か行 われたS-6 海|ljの東側 斜面は， 孀 婦7:

構造芻 の南端に位徹し， 孀illl岩構造翰のＮＥ-Ｓｗ 走111』力

向 とは逆 のNW-SE 方向 の急崖 が発 述す る斜 面で あ る

(lg卜4) 。こ の斜i廁よ， 天保海山の市端か らSE 方向 へ約

45klllほど連耕して いる。 またこの斜i･iは 一耀(纏でな く。

少なくとも３つ 以| この垣行状に配列する斜 而になってい

る。 各斜1111の岐 界にはNW-SE 方向の 谷状凹 地地形 が発

達している。

岬航はこ の斜|rliの｡|匕部で行われた。 潜航 ルートにil-
ｊ

たルー １マ ップ 及び模式柱状閥 を|測-5 に 示す。着底 位1rlt

は， 急li!＆底部よりやや ｈ部であ るか， 付近にはヽr川な

地 彫が発達してい る。こ の付近には・ 上色をＭ した， シ

ルFy1 が爲|ISしてい た( 写真 一l)。 シルト岩の11.11状 地形

は， 高 さ約2m.e 『'dim, 長さ3m の小地JS から，a･.Sさ2111

で ｍ |･｡が｀1り|!で15m 以ll 続くブロック状の物 まで多 種で

あ った。こ の地 形は崖に近づ くに 従い サイ ズか人きくな

る 傾向があ った。 凹III,部のj4 ●||は|||体 の力向 とほぽ,lp行

な290･300 りJ･1111を示している。 断iiiにはほぽ 水'14な ラ

ミナ乂は段( 小テ ラス状 地形) が観察 される。 付近 の海

底には。シルトy; とII.･l質で10･20cm サ イズの 角喋か 散在

していた。 この シルト岩は， もろ くマニピュ レー ターで

採取するこ とは不Ilf能であ-J たため，翦 状採眤 機で露 戲

を削りな がら,吠料を採収 した。 シルトy; の尖lniには ぷ|耐

結堆積物 やＭｎコーテ インクなどの 被覆物はな く比攸的

新しいもの と推定 される｡ この シルトal ま瑪雌 部のみ|'f

JAMSTEC J. ０ｅｅｐ Sea Ｒｅs.，Ｍ{}ｓs)
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数十ｍの範囲で確認する事が出来た。

シルト岩採取後2?0°の方向に進路をとり急屆を昇って

いった。急斜面の平均傾斜は5C °以上であり。 所々で垂

直に近い傾斜の部分が畏く続いた。残念ながら急斜 面上

には全体的に厚いＭｎの被覆があり（写真一2），緩斜面上

には堆積物が覆っているため，露頭からの刔序観察は困

難であった。

Ｍｎの被覆の様子は，1）尾根を構成する場所で峺い露

岩の上を覆っている枕状～ペイブメント状のＭｎクラス

ト，2）谷又は平坦地形に発達する厚さの薄い板状クラス

ト， の２種類が観察された。中～上都斜面上には多量の

堡鬣性の崩落物や巨大ブロックが観察され，さらに幾つ

かの断厨(NE-SW 方向が卓越）も観察された。

2 ∂４

3.2.2. #  366 潜航（Ｓ－４海山）

嫋嫋岩構遣叙中部域Ｓ-4 海山の急ｌ で行われ（認卜6 ），

この急爬はこ れまでの潜航瀏査の巾で （＃339 ， ＃366 ，

毒367 潜航）で最も水課の深いところである。 着底 （付

近は耒圃結堆積物で覆われていた）後330･ の方向に迎路

をとり屆を上昇していった。潜航ルートに沿うた ルート

マップ及び模式柱状図を図一7に示す。

3,707m : Ｍｎに覆われた火砕岩の露頭が確認された｡

3,700m : 付近では周囲にハイフロクラスタイト状の角矇

を伴う節理の発達した溶岩又は貫入岩が現れ（構

造不明）これを採取した（写真一3）。

3,670-3.500m : 付近まで火砕岩状の角礫（約5-15cm ）岩

の露頭が続く。

3.500m : 付近では柱状節理の発達した溶岩・貫入岩（厚

さ約5m ）が確認された。

3,353m : 厚さlm で輜10-15em の節理が発達する溶岩・

貫入岩及ぴ，これらから漸移して産するハイア

ロ クラスタイト状角礫岩を 確認した（写真一

4）。

Dive  #365

|刈4 836S 潜 航 川 辺 の 海 底 地 形 図 及 び 墻 廓 断 而M

I旬.4 '|' ｏｐｏｇＱ ｐｈｉｃ ･ηａｐｌｎｄ ｃｌｌ ｓｓsｅｃｌｊｏｎａrollndlheS 6{g165 dive) stamoiiiii .
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頤5 ＃365 潜 航 調 査 の ル ー ト マ ッ プ 及 び 地 質 柱 状 図

Ｆｉｇ.５ Gcolo. が ｃａｌｒｏｕtellgpal･dcol ｕｍｎａrs ｅｃｌｉｏｎ ｏｆ ＃365di ｖｅ.

3,162m : 付近及ぴ2,992-2,973m 付近では節理を伴った

溶岩・貫入宕（厚さ約2m ）が川現し，その直

上はハイアロクラスタイトに移化している様子

が観察された。

2,930m : 付近では，柱状節理の発達した厚さlm 前後の

溶岩･貫人岩が約54）゚ＮＥ傾斜で重なっているの

が観察された。周緑劃はブロック化し周囲の角

礫岩（ハイアロクラスタイト）に漸移している。

2,826-2,808m : 柱状節理（20 × 150cm サイズ）を伴い，

末端部の節理か扇状に発達している貫人岩が観

察された。この節理の周縁部はブロック化し，

周囲の各礫¥:に迴移している様子が観察され，

おそらくフ イーダーダイクであると推定され

る。

2,767m : 付近の急崖頂部（縁辺部）には，NIo °Ｅ方向で

似2m ・深さ2111濮後の制れ 』,lが數本１ 行に発

述しているのが確認さ れた。割れ|｡|底には未固

結堆積物が観察された。

本榊航では，急崖の蔔部付近まで貫入岩・火砕ylが分

右し，堆研ａ 等の露飢は存在しなかった。

3.2,3. #367 潜航(S-3 海山)

#367 潜航は．Ｓ-３海|||の朿側斜而llで行われたCI 咽･･

8)。潜航ルートに沿った ルートマップ 及び杖式柁状|賀Iを

|墹-9に 示す。 水深3.439m に着底し，290 °のコー スで観

察を行りた。 付近は角爍貲の火|||砕111μ1から佶成されて

JAMSTEC  J- Deep ＳｅＢ Ｒｅｓ.，14(|剛司

いた。

3,425m : 淘汰度の良い火山砕屑岩が分布している。

3,402-3.390m : 厚さ釣5m のシート状の溶岩。走向は

N32･ ｗ41 心部に柱状節理が発達し，周囲は八

イフロクラスタイト状の角嫖岩が頽察される。

3,390 - 3,365m : ハイアロクラスタイト状の角礫岩が観察

される。

3,365-3>360m : 厚さ5m 程のシート状溶岩，中央部に柱

状節理が発達。

3,338-3332m : 平らな海底に急激に双れる塩であり，表

鯔は 角礫貿にブ ロック化し ている。 貫入岩

( ？：写真一5)。

3,323m : ハイアロクラスタ４卜状角峰岩(サイズ5-10cm

の淘汰か良い)，層理が観察され厚さは2tｕ前後

である。

3.147-3.120111:ハイアロクヲスタイト状角礫岩。

3,054-3,045m : ハイアロクラスタイト状角礫y:。繝かい

角櫟岩lllに所々lm 藹後の大きな角礫が観察さ

れる。

3.020-2.720m : ハイアロクラスタイト獣角礫岩。下位で

は30 °谷落ち傾斜であり( 写真一6)｡ ド位ほど

サイズが小さく(5･･10cm).F. 部ほどサイズか

人きいao-30cm)｡|: 位は塊状の溶岩になっ

ており。サイズの大きい角嫖はF.位の溶岩から

供給されている･ljl能性がある。

2.61j1 2.620m :札状節理の発達した溶71 ・ rl人7;口 写貞

迦５
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-7), N30W,  SW 傾斜の構造を51し，厚さ最大

5m である。周縁 部は八４７ロクラスタイ１状

角礫岩に遷移している。

2,616-2,576m : ハイアロクラスタイト状角礫岩。淘汰度

の良い5-10cm サイズの角礫岩。構造不明。

2,576-2,523m : 洛岩-,ハイアロクラスタイ１への一連の

素化か孤察される。2,577m で下位の細叙ハイ

アロクラスタイ１角礫岩に明瞭に接し, 2.577-

2,570m まで柱状節理の発達した塊状の溶岩か

存在する。2,570m 付近で節理周緑部がプロッ

ク化し，上位に向かいサイズが細かく成って

いき, 2,523m まで八４７ロクラスタイト状角

礫岩が観察される。

2,523-2,280 (頂上）ｍ：瓢斜は，ほぼ垂直であり，試料

採取は不可能。ほぼ水平を呈する層状岩（溶岩

又は火山ｔ 堆積岩の互層）が，約200xｌ連裂し

観察された。厚さ30cm ほどの層理（又は単体

の溶岩）が幾重にも重なる。

2,523-2,512m : ほぽ水平な屑状岩。厚さ30-10Ccm ほど

でJIUには砕・ 物などは観察されない（写真一8）。

2,512-2,353m : 厚さlm 前肢の衂1状y1と，厚さ50-  100cm

のハイアロクラスタイ ｝状角礫7;･層の皿層が

迦続する。途･112.459mや2,435m 付近では柱状

節理の発達した刷状岩が観察された。

2,350-2.280ra : 屑状岩は薄くなり，節理も観察されなく

なり火山性堆積物の巾測との区別が付かなくな

る。しかし，層の鬩には角礫7;層をはさんでく

る。

2,280m のli!の頂上まで，ｉ 直に近い急jilが続き。火山岩

及び火山性堆積岩が露川し， 妲11から200m ま

ではほぽ水平の植造を呈することが観察でき

た。

3.2.4. #368 潜航（沢海山 ）

＃368 潜航は四 ノ島舟状海蜚朿縁 の沢海山東側 斜面で

行われた（図一10）。 潜航ルー Ｈこilつた ルートマ ップ及

び 模式41E状|司を|刈一一H4こ示す。 水深3.551m に着底 肢，

250°方11･|で 航走「刪始する。周辺にはハイアロクラ スタイ

トのI li人プロ フク（2-3m ） が観察された。

3,585-3,556m : 塊 状 貴人岩。プロ ７ク状 の節理が観察さ

れる。

3,533-3,5j8 :lll粒（1･ ３ｃｍ）サ イズのハイアロクラスタ

イ|･露頭，所々5  10cm サイ ズの角礫賀 火Ill ft

が含まれる1 町真9j 。

Ｘ部

3,476-3,462171 : 胴理の発 達する 露頭が観察さ れる。|串 こ

はハイフロクラスタイト状の角礫岩が狄まれて

いる。屑理の示す物は， 上部で 採取 される 泥冫･;･

よりも， 火山性 の堆積 岩であ ると 考えら れる。

3,277-3,23Om : 層 状 の泥 岩露頭。 泥岩は20 × 15 × 10cm

サイ ズに小ブロ ック状に割れ付近に 散在して い

る。

3,211-3,176m : ハ イアロ クラス タイト の斜而。 斜面 表illi

には条痕状の筋か谷に向 かって多 数発 達してい

る。

3,162-3,037(11 : ノリ アロクラス タイト

3,004-2,998m : 層 状ノり アロクラ スタイトの蒔い層 と火

||】性堆積物（ ？）の互削 〔ほぼ 水平川 〕が観 察

される。

2.992m : 塊状 ハイアロ クラ スタイト の露 頭。 角礫は3-

５ｃｍ 未満サ イズ。

2,976-2,970di : 層理の 発達する厚 さ5m 程の地Ｍ 。|･｡位

には ハイアロ クラスタイトの層か侠まって くる。

ほぽ水平刈。

2,959-2,911m : ハ イアロ クラ ス タイト の露 頭。 ，11部で

は 部分的にjM 理 の発違 が縦察 される。

2,8&9-2,873ai: 層状 公 （溶岩 ？）。 ほほ 水｡` |`の榊 造を｡!11

する。2,890m からは ハ イアロ クラ スタイト が

観察される。2,881m ほぽ 水平な 川状7H 所々 角

礫 貿7: 片が 観 察 される ）がiliぴ 観 察 され る。

11（.llには層状堆積 岩が観 察される。

2.864-2,847m : ハ イアロ クラ スタイト。

2,即8-2,780m : ハイアロ クラ スタイトの急jil。

2,731-2.724m : 層 夕11の発達する堆積 岩。断|rliが|’|色を ’11

している。 ほぽ水 平な構 遥を示 してい る。

2,672-2,660m : 水 平な 層毘の発達する泥;11質堆積i･:。 ’11･

層の厚さは10-  15cm。

2,638-2,614m : 泥 貿堆積;りの 角礫（写IX-10 ）が散在して

いる。

2,574-2,557m : 堆 積y; 川。水 ’|゙なwn が発違 し，所 々八

イアロクラ スタイト 状の 角H  (5cm 前後）の駲

を孩 んでい る。

以|･｡のように本急 斜面の 岩石の 産狄は， ド位で 火|||外

及び 火|ll性砕jrj岩C ノヽ イアロク ラスタ イト等〕で構 成さ

れ，|: 位では 堆積yl 優努に なる ものの。 堆航y; と 火砕Ｘ

が交jlCに1,ﾐ肋状で観察 される様になる。

JAMSTGC  J. Oeep Sea Ｒｅｓ.，14 （19貼）
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４. 紀載岩石学的特徴

4j. ＃365 潜航(S-6 海山）

＃365 潜航では。急謚基底部で採取された堆積岩を除

き，全ての試科がＭｎコーティングを被っている（厚さ

film-lcm) のスコリアであった。スコリアは，皿角礫状

であり， 高発砲を示し表面部より中心部に向かいサイズ

が大きくなる試料も存在した（3,65RI-4 ，3,65R2-1 等，

最大lcm) 。 また表面より内部に向かい２ｃｍのゾーンに

は黄土色未圃結堆積物が逃入している試科が多く見受け

られた（写奥一11）。

4.2. *  366 潜航(S-4 海山 ）

＃366 潜航で は，3,7（X）ｍ 付近から変質した無斑品 玄武

岩が,3450m 付近の溶 岩から無班晶 玄武岩が探取 された。

無斑品 玄武岩（1366R2-1 : 写真一12,#366R2-2,#366R2

-3 ）

イ ンターサータル組繊を示し，石基は，斜 長石＞ ガラ

ス＞不透明鉱物＞単斜輝石 から構成 されてい る。 斜 長石

は0.01mm 程で柱状を呈し， 部分的に ソーダ泌石・方沸

石により置換されて，さらに ガラスは緑泥石 または サポ

ナイトに 置換されている（写真一19，20 ）。 特に#366R2-

1 賦料は 変貿か激しくガラスは 全て変質鉱物に よって 雄

換 されている。

気泡は3.5- ６ｍｍのサイ ズで円形を呈し，セグリゲーシ

ョン気泡（segTegatｉｏｎ vcsicle)になっている。 セグリゲ

ーショ ンの内側は，緑泥石－ソーダ沸町（及び方沸石）一

緑盾石 （写真一19，20 ）の順に埋 められてい る。

無斑品玄武岩（C66R3-1. 劼66R3-2 ）

インターサータル組織を示し，石基は，斜災石＞ガラ

ス＞不透明鉱物から構成されている。ほぽ川型（災柱

状）・|･1サイズ(0.25mm) の斜Ｍ石がネット ワーク状

に績み合わさり，鉱勧|剛を埋めるガラスは全てサポナイ

トーによって置換されている。岩石lllに存在する臘は方

解石と方沸石により刈められている。

4.3. #367 潜航(S-3 海山）

ド部（3,440m ）に分布する塊状の淋岩（八I人冫;）から

ドレライトが，3,134m 付近のハイアロクラスタイト状

角礫7･lからドレライト～無斑IWI玄武升およびカンラン石

玄武岩が, 2,695m  H近のノリ アロクラスタイト状角礫岩

からカンラン石玄武岩とカンラン石 単斜輝衣玄武岩が．

さらに2,620m 付近の杵状節夕1の発達した溶冫:一貫人ａか

らは５個試料採取したがいずれもカンラン石玄武ａが採

2卯

取 され た。

ドレライト（367R1-1 : 写真一ｴ3，366R2-2 ）

本瀞 航巾 砥大の試料 （367RI －1試科:27 × 18.5ｘ

15cm,  9.3Kg) で，椢成鉱物は斜災石＞単斜輝石＞不透

明麗初であり，斜長石は0.５ｍｍ前後の茹状を昆し，柱状

の斜長石か号プ オフィテ４ツクに 早斜輝石l･11に含まれて

いる（写真-21 ）。

366戝－2試料は，インターグラニュラー組織を示し，

構成鉱物は斜長石＞単斜師石＞不透明鉱物で， 斜長石は

0.3-0.７ｍｍの柱状を呈し，単斜輝石は0.015-0.25mm の

粒状を呈している。

無斑品玄武岩（367R2-1 : 写真一14）

インターグラニ。ラー叙織を示し，斜長石＞単斜輝

石＞不透明鉱物から柵成され，斜長石は0.1-0.25iiim の

只柱状を呈し，単斜輝石は0.05-0.１ｍｍも･柱状をlilして

いる。

多孔質カンラン石玄武岩(367R2-3 : ガラス貿忽冷扣

付き, 367R4-2 : 写真一22)

ガラス碁流品質組織を示し，斑品としてカンラン石＞

斜Ｍ石＞単斜鄒石(367R2-3 試科)， カンラン石のみ

(367R4-2 試科) から構成されている。カンラン石は新鮮

で, 0.5mm  (0.5-1.5mm : 367R4-2 賦科，写良一21)の|'I

J陟を'ltし。 斜艮石は0.1-0.25mm の長1,1E状をljlしている。

石基は詞･妓石＞小斜岬石＞ガラスで構成され，斜長石

は0-1 -0.25mm の艮札状を｡'11し.Ilt斜輝石は0.05-0.25m111

の柱状一粒状を!11している。ガラス質急冷緑lllにはO.linm

lii後の斜長石が針状～swallow-tail構藍などが，さらに

0.05-0.１ｍｍの巾斜輝石で形成されたdendolilic構造など

のskeletal結IIIXjが1現察された( 町真一23)。 父泡は，0､1

1.５ｍｍの球型でsegregation vesicleになっている。

カンラ ン石-'Ｍ 卜゙輝 石玄武y;･(367R4-1)

ガラ ス蒻流ISjII貿組繊 を示し， 斑,1111鉱物 として カンラ ン

衣 ＞叭斜 輝衣＞斜長衣から構 成され， カ ンラン石は0.5

1.５ｍｍの ＼'m をlllし，IF 斜輝石は0.5-  1.0mm の柱 状を111

し,斜 長石は0.5-1. ５ｍｍの札状から災柱 状をり｡している。

石刄は 斜Ｍ衣＞･1･斜 卸石＞ガラ スから構 成され， 斜 長

衣は0.２ｍｍの柱状を111し，･lt斜卸 石は0.１ｍｍの柱状から

粒 状をIltしている。

カンラ ン町 玄武冫;（367R5 1 ， 367R5 ・2.367R5 3.

JAMSTEC J. Deep Sea Ｒｅs.，14｛ＩＳ８｝



367R5-4 ，367 飭-5.367R5-6 ）

インターグラニ ュラー組織 （367R5-1 ）～ ガラス碁流品

組織（他全て の試料）を示し， 斑品は1 ）カンラ ン石のみ

｛367R5-2 ｝，2 ）カ ンラン石 ＞斜 長石（367R5-4 ，3G7R5

-5，367R5-6 ），3 ）斜災石＞ カンラ ン石＞｡･F斜輝石の３

糾類があ り，い ずれ もカンラン石斑IWIは 自形をlilし，サ

イズは0.25-0. ５ｍｍ 程であ る。斜 長石 斑lglは0.5-1.2mm

の長柱状 を呈している。

石馮はいずれの場合も斜 妊石＞単斜押石 から構成 され，

斜長石は0.1-0. ２５ｍｍ の多|･状～ 長柱状でｓｗｄｏ・lail構遥か

観察される。 叭斜抑石は0.卜0. ２ｍｍでdendolitic構 地やそ

の他のskeletal俳造がいずれの試料からも観察される。

4.4. #363 潜航（沢海山）

水深2,955m に分布するハイアロクラスタイト冶付近

から単斜輝石玄武岩（368R6-1 ），多孔質玄武岩（368R6

-2） が採収された。このうち368R6-1 試料は献料本体

に同質のハイアロクラスタイト質破片が恨り付いていた

（写真一17）。

叭斜111石玄武冫:(368R6-1)

インターサータル組織を示し，斑Iljllは斜災石＞単斜輝

石から構成され，斜長石t$2-3mm サイズで集斑状蘢織

を111する物が多く｢1一体で産する物は1-1.5mm で柱状を｡｣11

している。小訝輝石は1.5mm で飭状を!11している。

石丿応は斜災石＞単糾輝町＞不透明鍬物＞ガラスで，斜

艮石は0.1511ml 狗後でM4.1E状をlllし，り｡斜輝石は0.05-

0.1mm で粒状から札状を｡!11している。

多孔質玄武7‘:(368R6-2: 町良一18)

インターグラニュラーからインターサータル縫織を示

し，斑晶は斜災石のみから構成されている( 町奥一24)。

洌災石は0.5mm の災柱状を111している。

町鵬は斜長石＞ 叭斜輝石＞ガラスで構成され。斜艮石

は0.15111ｕの艮札状を111し，巾｡斜輝町は0.02mm で札状

をll!し。茶褐色ガラスは極めてS,1が少ない。

気泡は1 -7mm サイ ズで球状からだ円状を'ltし，内部

に異質物の混人は腿られない。

５. 考　　 察

5.1. 孀婦岩構造線付近の雇序

本I鞫介により西ノ島均一状海盆川辺で孀11al;構造線の南

lj祠a から.化呶端｛LI,‘5 硫賞j4両=嶺まで｝のllで「しん

かい6500 」による淋航調査を４潜航行うことか川求た。

JAMSTEC  J. Deep Sea Res., 14 cI諤】s3

本潜航により明らかになった各瀞航ごとの地質断而を図

一12に示す。図一12には比較のためS-2 海山で行われた

＃339 潜航の結果も示した。

Ｓ-6 海lll東側斜面はＭｎ被覆のため，構成岩石は直接

には観察されないがＭｎ被覆表面の凹凸状態から内部は

角矇轡状の岩石が分布していると推定される。また蠢

365潜航では，珊底後の－3,740m 付近(S-6 山体の臓)

に水平距離で約10Cm の範囲にシル} 岩が露出している

のが確認された。このシルト岩はＭｎコーティングを受

けておらずほぽ水平なラミナ・テラスらしき構造が観察

されている(写裏一1)。いずれもS-6111 体に並行な290-

300°方向を向いている構途をとり，Ｓ-6111体に近いほ

どサイズの大きなプロック状を呈すことから，S-6 海山

の形成に関連するものと推定される。 シルト岩は未固結

でないものの比較的もろく柱状採ila機で試料を採取した

ほどであり，S-6 海山の上昇に抃い地下表面付近の泥質

岩が下方からの変助を受け鵬出したものと推定される。

現在シルト岩巾に含まれるナンノ化石を鑑定中であり，

シル１岩の形成年代によりS-6 海山の形成史が明らかに

なるものと考えられる。

S-6 海|11斜而･11～上部においては。ほぽ全ｉ に3-1{}ｍ

サイズの巨大なブロック( 岩海状に) 及び幾つかの断層

(ＮＥ-Ｓｗ 方向が卓越) も観察されている。S-6 海ll』は娼

婦7;構造纖の南端に位置し。方向をほほ90 °変え発違し

てお り，巨大ブロックの出現は構造的な作用を受けた帖

米によるものと推定され，下位におけるシルト岩の分布

などもこれを指示するものと恩われる。

#366 潜航ではIJ ズミカルに塊状火|||岩とハイアロクラ

スタ４卜貿角礫升が交とに分布しているのが観察されて

いる。塊状火j】II:はIljさ5m 程で緑辺鴿は釧かく破砕化

し川|川の角礫冫;に遷移しているのが観察されている。角

礫71;煩は肘状を示しておらず, iii-shuで形成されたもの

と碓定される。齠65潜航では後に示すとおll. 本調査中

で最も変質した玄武?1が採取されており。卜柆の物質を

観察した･jtになる。

1367 榊航では －3,150一一2.8001劍4･近まで厚いハイアロ

クラスタイト貿角礫71:が分布Ｌているが．この間にin-

silu溶岩・rt人岩の心jlﾐの有無は断,iできない．しかし．

この問のハイアロクラスタイト貿角礫7:層は．所々jijll

が観察される所もあり．迦搬されたIlf能竹もある．さら

にｈ柆に1111かうと(2.577m 以浅）ほほ水｀|’な搆・ を示
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図12 孀 婦 岩 構 造 粽 沿 い 及 び 沢 海 山 の 地 質 柱 状 図

Fiff.12 ＧｃｏＩｏｇｉｃａｌｃｃｌｕｍｎａrｓeclionofeachdiv ｅａｒｏｕndt ｈｅＳｏｆuｇａｎＴｅｃtｏｎｉｃＬｉｎｅａｎｄ Ｓａw ａ ｓｃａｍ・ｕｎt.

す溶岩浚とそれに伴うハイアロクラスタ･1卜が交互に現

れるようになり，特に2,520-2,350m 付近まで観察する

ことが出 来る。この閥の溶岩訛は厚さl-5m の陥状を戻

し，上位に向かい厚さは減少し50-100cm で一定になる。

これらの薄い層状岩は岩相のみで判断しているため一部

は堆積岩で構成されている可能性がある。さらに上位に

|rllかうとハイアロクラスタイト邸が櫂かいy:相になり雛

瞿岩状に変化する。この現象から，活発であった海底火

|』｡|活動が弱まるか，または火山の発述に伴い噴ll¶源が遠

のいた事により，屑理の発達したハイアロクラスタイト

屑から層状岩の出現につながったものと推定される。

＃368 潜航の行われた沢海|||は，地彫の項で示したよ

うに下部の台地状肺と11部の山体 部に分けられる。潜航

は ﾄ 部゙の台地狄地形郤で行われた。本地域は少!11の貫入

71類と多蹴のハイアロクラスタ４卜から榊成されており，

八４アロクラスタイトは0.5-２ｃｍサイズでの急冷縁を有

した玄武岩質岩片から構成されている｛写真一15｝。士｡位

に向 かいハ イアロ クラ ス タ4 1･ 剔は， 層状 を111し

2,730m 以 浅では 泥冫,:と の･£層 を示 すように なる。

2,660m 以浅では泥冫l優勢になり， ハイアロクラスタイ

ト相は衂く，さらに頻皮も少なくなる。低礎質度の升相

から擺定して沢海|||基底部の火|||活動は。 孀婦岩構造船

周辺の火|』|活動に比べやや新しいと推定される。ll 位で

は削理の発達した泥冫;層が観察されるようになり（町真

２s２

-16)，火山活助の 裏退が推定される。現在泥岩巾の ナン

ノ化石鑑定を行っている所である。

以上のように孀婦岩構造編に沿った各海山の急斜 而か

ら多量の火111岩及び火11』砕屑岩が観察された。採収され

た試料には急冷ガラスマージンが観察され。産状もこれ

らの岩石が水lllで噴出したことを示すものが観察されて

いる。

孀阯 岩構造&S-2fc|l 】沿いで行われた. #339 榊航で

は，Ｆ位より塊状火山岩一火|,||砕1rj冫;(ハイアロ クラ スタ

イト)一火|||性垠植物へと岩扣が変化していく様子が観察

され，これらは火山講助の盛衰を示している物と推定さ

れた( 坂本他，1997)。これと|司様にS-3,  S-4 海111でも

F 位において塊状火||17:が観察されており，S-3 海|IIで

は 上位に向かい火|||性堆積岩起源と思われる層状岩の川

現や，|叭こ位置する沢海|||でも泥岩と火|||砕jrf7;の,j£屑

が観察されている。S-3 海 】||に比べS~2fc|J|の堆積屑は

雌く(車から西にlfl)かい哮くなる傾向明らか，閥一１２)．ｓ

-４海|ljでは堆積 岩頸は観察されない。いずれにせよ孀婦

7;櫑造線J,IJ辺の－2,400m 以浅では堆1111岩類か優勿に 分

布する傾向が明らかで，こ れらの岩411の変化は火成活動

の盛衰を遣|喙し.ll 位に111]かい活動が弱まり，泥外など

の堆積の場に変化した物と 考えられる。

JAMSTEC Ｊ， Deep Ｓｅａ Res.. 14  (i9Uft)



5.2. 孀 婦 岩 構 造 線 周 辺 の 変 質 現 象

孀 婦 岩 構 造 線 の 北 東 端 に 位 置 す る 大 町 海 山 は ， 採 泥 試

料 か ら 前 期 漸 新 世 の 安 山 岩 貿 火 山 岩 が 採 取 さ れ（湯 浅 他 ，

1989 ）｡ 同 じ く 安 山 岩 貿 の 火 山 岩 を 源 岩 と す る プ ド ウ 石－

パ ン ペ リ ー 石 相 の 弱 変 成 岩 が 報 告 さ れ て い る （Ｙｕａｓａ ｅt

al.｡1992) 。

大 町 海 山 南 例 半 鳥 部 西 側 斜 面 で 行 わ れ た ｒし ん か い

6500 」 に よ る 潜 航 調 査(#341 潜 航 ） で は ，l ） 傾 斜 変 換

点 を は さ ん で 上 部 斜 面 と 下 部 斜 面 に 分 け ら れ る こ と ，2 ）

下 部 斜 而 の 一 郎 は 蛇 紋 岩 か ら な る こ と ，3 ） 上 部 斜 面 は

整 然 と 堆 積 し た タ ー ピ ダ イ １ 堆 積 物 か ら な る 亊 か 明 ら か

に な っ た （渦 浅 ほ か ，1997 ）。 こ の タ ー ピ ダ イ １ 堆 積 物

は 前 刈 巾 新ll の 年 代 を 示 し ， 大 町 海 山 本 体 よ り も 比 較 的

新 し い 時 代 に 隆 起 し たａ ま り で あ る と 推 定 さ れ て い る 。

＃366 僣 航 で は3,670m 付 近 か ら 礎 質 し た 溶 岩 ・ 賁r入 岩

が 採 取 さ れ て い る （写 真 一12）。 源 岩 は 無 斑 品 質 玄 武?l で

あ る が ， 石 基 中 の ガ ラ ス は 全 て サ ポ ナ ４ 卜 又 は 緑 泥 石 に

置 換 さ れ て お り （写 真 一19）｡ 斜 長 石 も|,i】様 に 緑 泥 石 や ソ

ー ダ 沸 石 に よ り 置 換 さ れ て い る 。 気 泡 中 は 緑 泥 石 －ソ ー

ダ 沸 石 一緑 レ ン 石 で 釵 換 さ れ て お り（ 写 真 一19 ，20 ）， 変 成

度 は 大 町 海|| 』（ 上 記 ） の プ ド ウ 石 －パ ン ペ リ ー 石 相 ほ ど

で は な い も の の ，こ れ ま で の 試 料X#339.  #365,  #367,

＃368 潜 航 ）のIIIで は 一 番 変 質 が 進 ん で い る も の で あ る 。

海 洋 底 変 成 作 用 が 海 底 面 か ら 及 び 年 代 噸 に 進 ん で い く

（熱 水 活 動 域 を 除 い て ）と し た な ら ば（St 。idigel and Hart,

1983, Ｇ譖ｓ and ＲｏｂｉＤs4）ｎ,1988, Ｔｏｍｐsｏｎ.1983 ）， 畚366 潜

航 の 試 科 は 一 巡 の 潜 航 の1111で 最 も 下 位 の 物 質 を 見 て い る

も の と 考 え ら れ る 。

以| こか ら 孀 紺71 構 造 繚 周 辺 に 露 出 す る 火|||岩 及 び 火 山

lnll 物 は ， Ｆ 部 に 弱 変 成 岩 相 （ブ ド ウ 石 －パ ン ペ り 一 石

相 及 び 泌 石 相 ） の 岩 石 が 露 出 し ， 上 位 に 向 か い 礎 質 皮 は

弱 ま り 。 特 に#367 潜 航 の2,800m 付 近 の カ ン ラ ン 石 玄 武

岩 の よ う に 新 鮮 な カ ン ラ ン 石 斑I 猖が 糾 察 さ れ る よ う に な

る 。･368 潜 航 で は 纉 粒 の ハ イ ア ロ ク ラ ス タ イ ト か･|ｼ吮 で

あ っ た が ガ ラ ス リ ム が パ ラ ゴ ナ イ Ｈ 匕し て い る の み で 他

の 変 質 現 象 を 確 認 す る こ と が 川 来 な か っ た 。

６. まとめ

ＹＫ９７-04 航海において。孀如 岩構造線に沿９て｢ しん

かい65{}O｣ による潜航調査及び|:よ船｢ よこすか｣ による

地形調査が行われた。これにより以ドのことが明らかに

なった。

ｎ 孀伽岩構造線はＮＮＥ-ｓｓＷ ゐ'向の走向を示し，その啝

側斜li にin 。て。比高|,000m 以I･｡の急!ilが水'F

JAM ｓＴＥｃ亅. Deep sｅａ Res.. 14 (1998)

齠離約250Km に渡って連続し発達しいるのが確

認された。さらに，孀婦岩構造繚に沿って分布す

るs-l,  S-2,  S-3.  S-4.  S-5 海山は，いずれも

その東側（Ｓ-6は北東側）に急斜面が発達してい

るが，その反対飼CS-6 海山は北西側）は，なだ

らかに北西方向へ傾勳しているのが確認された。

2）S-6海山西側斜湎基底部では.Ｍ・被覆を被っていない

シルト岩がS-6 海山の伸びの方向と並行なN45 °Ｗ

の構造を呈してブロック状に露出しており, S-6

海山の成長に伴い地表近くの物質が露出したもの

と推定された。

3) S-4 海山基底部からは変質鉱物として緑簾石・緑泥石

ソ ーダ沸石の出現する無斑IS 資玄武岩が採取さ

れ，変質度から孀婦岩構造繚から得られた火山岩

の内最も下位和の物資が得られたものと考えられ

る。

4) S-3 海山では，ドレライト。カンラン石玄武岩， カン

ラン石一単斜輝石玄武岩 など多種にわたる比較的

新鮮な塩基性火山岩が分布し，水深2,650m 以浅

の急ｌ でほぼ水平構造を呈する層状岩（火山性堆

榿・ ）とハイアロクラスタイ｝質角礫岩の互層が

観察された。

5）沢海山車側斜面では， 下位より多量のハイアロクラス

タイト及び貫入岩煩が出現し。上位（－2,750m 以

浅）では泥y1が藥勢に分布している事が観察され

た。

6) 5-3, S-2, 沢海111では 上位に向かい火山偃砕刷物～

堆積岩が優勢になる傾向 が明らかになった。また

」こ部に分布するこれらの堆積勧は火山フロントか

ら西に向かい薄くなる傾向が明らかになった。

今後採取された 岩石試科の岩石化学黼成，年代儷|定，

変質鉱物組み合わせ,堆積岩中のナンノ化石鑑定を行い，

本調査地域の岩石学的特徴，構・ 地質学的考察を行って

いぐ 鈩定である。

釧　　 淤

本調査にあたり海洋海洋科学技術センター深海研暁部

木ド　啝部14 ・ 橋本 惇I七幹には航海の機会をり･えてい

ただき感謝し ます。 片Ⅲ1E比占司令をはじめとする潜水

･測査船「しんかい65｛｝0」運航チーム。 及び石田貞夫船艮

をはじめとする攴援ほ船「よこすか」乗組口の皆様には，

調査航海111献身的な協力をしていただいた。さらに海洋

科学技術センター●岡換太郎1=｡幹，地質調査噺湯浅真人

1専lに は孀如y;排途線・伊Ｑ小笹原付近の資料・情悚を
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提示していただき，有益な助言をしていただいた。海洋

科学技術センター 富士原敏也博士には，海底地形図を

作成していただいた。以上の方々に感甜いたします。
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町 輿 Ｉ Ｓ－６海 山 基底 部 で 観 察 さ れ る シ ル1 ヽ7:の 露 皿

P11Qlo1 0 ｕlcrｏｐｏｆｉｌｌｓtＱｎｃＱｂｓぐｒvcd μｏｕlldlheba ｓalpallofS･･

tiseamounl,

町!113 S-･l 梅 山 基 底 部 に 分 布 す る 変 質 玄 武;I;及 び ハ イ７ ロ クラ ス

タ イ|･ の 琳 齠

Pholo 3 0111cl･ ｏｐ ｏｈ ｌｌｅ ａｌｌｅＲ[lba ｓall a●d llyalocl;lslile located

ａｎ]1111d the basal l}ａr10fS 4 seamounl.

町 真 ２ Ｓ-６海 山 束 詞忽 斜 面を 覆 う ペ ーブ メ ント 状 の Ｍｎ コ ー デ ィ

ン グ

Ｐｈｏtｏ ２ Ｐａｖｅｎｌｅｎ日y ｐｅ Ｍ【ｌ coaling covered  on  {he ｓleep slop

around Ea ｓt cliff ofS 一6 seamount.

町 真４ S-4jfl* ¶11111殿･-|乙部 に 分 布 す る ハ イア ロ タラ ス タ ４ 卜貲 角

爬71 の 露 頭

P11り|○･I O ｕlcrol）of lllc hyalocbslilic br ｅ収ヽia lacaEcIl arouiul llic

middle lo llp¶肥1･pa110184seallla ｕlll.

町 叺 ６ ８ ３海 山･11腹 部 で 睨 察 さ れるjri.積 構 造 の 見 られ る ハ イＴ 口

クラ ス タ イトの 露 頭

|・0106 Bal(k ヽ(1 liynliK･l;･siitc obseivcfl al･ｏｕll(ltllclni(1(lle pallol･S

:4R･alll(Ⅲlll.

さ 巧

町 汽 ５ ８ ３ 海 山 基 瓜 部 で 観 禦 さ れ た 攸 射 状 節 理 を 伴 う 排 冷 派
．

川

辺 に は ハ イ ア ロ タ ラ冫廴 タ イ ト 状 均 哩 が 観 察 さ れ る

Ｐ】n≫lt> 5 Sllbaqllco 叩lav;･ wilh r ａ(lial 扣hl い･I)stヽnべ･,ｈ)11 1he basal

pill･い･,rS 3st･allioulll.Ilyaloclaslilit ヽfl･aM111el･ｌ ａＲヽsilllal,ｉｌ

ａｍｌⅢ(11hislav ａ.
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写 真７ Ｓ-３海 山巾/ 上 馳で 観 察 さ れ た 柱 状 節 理 を 伴・ た シ ー ト 状

溶 公

Photo 7 Sheeted ｌａvａ wilh columnar joint ob ｓｅｒvｅｄ ａrｏund thc

middle tｏ upper μａrtofS- ３ ＲａｍｏｕllL

町 真９ 沢 海Ill雌庭 部 で 観 察 さ れ る ハ イ ア ロ クラ ス タ イト の 露 頭

Ｐｈｏｌｏ９ ０ｕlcl･opoflhehya 】oclaｓtile 01)sclｗd al･ound lhe basal

卩哨01Saw Ｉ sea1110ｕｎt.

3 ６

写 真８ Ｓ-３海山 上 部で観察 される 層状ａ

【110t08 Bedded r ｏ£ｋｓ observed around llle upper part of S －3

sｅａｍｃuｎt.

町 真10 沢 海 山 基 底 部 で 観 察 さ れ る 泥y1 の 味 頭

ＭＩＱto10 0 ｕlcl 匐ｐ ｏｌ ｍ 呎l ｓtｏｎｅ ｏｂｓｃｒｖｅｄ ａrｏｕnd the basal pal･t of

Slw ａ ｓｅａｌｎｏｕr11.

JＡＭＳ了ECJ. Ｃｅｅｐ Sea Ｒｅｓ.，14 C1q ｓ ）



写 戉 １１ Ｓ- ６海 山 基 底 部 で 探 収 さ れ た ス コ リ ア 岩 片 。 衣 層 よ り ２ｃｍ

の ゾ ー ン に は 朱 固 結 堆 航 物 の 進 人 現 象 か 見 ら れ る

Rolo 11 Scoria fragment ｓamplcd fr ｏｍ the ba ｓal part of S －６

sｅａｍ０１１ｎｌ,Ｕ１１ｃｏｎs011dale(j ｓedilllenl sol in lh ｕ ｖｅsｉｃｋ ｓａｎ２

０ｂsel 丶･ｅｄａrｏｕlldlhe2cm 加11e from ｌｈｅ sllrｆａｃｅ、

冫９7

写 真12  S-4 ≪iliJ£底 部より 採収され た変質玄 式7;

|知加12 yUlc 恥dbasallicl･ocks sampled from  the basal part of S~4

ｓｅａ鵬ｏｕnl、

町 叺1483 海111基底部より採収 された無貰 品玄 武岩

1知加11 AI)111riぐba ｓalいamplcd r1･ ｏｍ thtヽ b;lｓal parlorS 3

鈿3mallil.

町 真1383 淘111基 底 部 よ り 採 収 さ れ た ド レ ラ イト

｢Plioto 13 Dolcrilic l･ ｏt･ks sa111111edrro111 111e bas;･1 pai･hll S 3

ｓt･alll呎lll.

ＪＡＭ ＳＴＥＣ Ｊ．Ｄｅ卯 Ｓｅａ Ｒｅs..14 （19 囲 ）



写 爽15 沢 海lll鵬 底 馳か ら採 収 され た ハ イア ロ クラ ス タ イト

Pholo 15 Hyaloclastite sampled fr ｏｍ ihe basal pari of Ｓａw ａ-

ｓｅａｍｏｕlil.

町 真16 沢 海 山 雌 底 部 か ら 採 取 さ れ た 氾 質 堆 積 冫;･

Ilioto １６ Mudstone sample ｃむ】ｋ ｌｃ(l frxjln lhでba ｓａｌ part of Slｗａ･

sｅａｍｏＩｌｎｌ.

町 八] ８ 硯 海Ill ^ 底 祁 か ら 採 収 さ れ た 多 孔 質 玄 八 岩

|柚1018 1･l 吮111y v,ヽ sialjaled l)as;,ll co11,･cle<l from h･ IMs;,1 imil。｢

Saｗa･st･;11110ⅢII.

JAMSTEC Ｊ． Ｄａ皀ｐ Ｓｅ汨 Ｒｅｓ..14 11!l!JS ）

2 夕８

町1･t17 11Silll 法城 部 か ら採｣μ され た 加JIIIIII,貿 土 武Iむ

I1K>V> 17 Alllliri,･llas;lll cd(･（Ic･d lrijn･ lll(･b;,s;ll l)ａ｢卜}i  Sawa-

s!･;1111･juiil



写 真19 S －4 海 山 基 底 部 か ら 採 取 さ れ た 変 質 玄 武 公 の 薄 片 町 真 。

pl･斜 長 石 ，ch･ 緑 泥 石，ｓａｐ･ サ ポ ナ イト ， 闃･ ナ ト ー ラ イト

11010 19 P11010 microgram 〕hｓofalllrｔdba ｓajlgｕ司kd 湎 ｍtlleba 副

呷・01S-4 s ｃａｍｏｕnl.

pl-p 皿giｖｃｌａsｅ,ch･chlorit ｅ,ｓap･ｓap4)nitｅ.ｎａ･l以ｒolitｅ

乙 真21 S －3 海Ill& 底 部 か ら 採 取 さ れ た ド レ ツ ４ 卜 の 薄 片 写 裏

pl一斜 曁 石 印 ｘ-IR 斜 輝 石

nlolo21 祠1りｌｏｍｉｃrＱｇｎ ｐｈsofdelelile ｓlmpks ｃｏｌｌｅ£led rrQIll tlie

"basal part of S-3  seamounl.

lj･ 幽gi 跂１ａｇ, ゆx-（Ilｓl 粐 ｏxｃ●ｃ

町 以Ｓ Ｓ ３淘|||･11部 か ら 探 収 され た 玄 武y; の急 冷 相 部の 掫ll･町r 廴，

Swallow lail 構 造 や(lclldlilie 構 造 な ど のskelelal 銚２ か 黻

察 さ れ る 。lll･斜 災 石cp ｘ-lp.洌 師 石

Ｐtｓ1023 PhoIo nlicIIoglla1311s01c11111cdmll･g111011JIsa119111111es

ａ〕11e｛le(11ｒo111 tlle ，1印1･l･1斟I･1.18 3 sc  amount. Sielelal

lexl･11･c･s s･ldl lｓ Ｓ・a110w tail ald ik'rulrilk･ leχlll･,･arc

ｏｌselｗdilllhegl ‘Oiinifaiias*.

|亠pl 哺14χ-lag. ｑ,χ●c】illo-1}yll･ｘ{･11e

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅ∂Ｒｅｓ.，14（ 叫 吻

写 叉･20 S-4 海 山 恭 底 部 か ら 採 取 さ れ た 変 質 玄 武 岩 の 淳 片 写 裏 。 最

も 普 油 の 変 賀 鉱 物 は 緑 泥 石 で あ|) ， さ ら に 気 泡 申 に 縁 簾

石 が 認 め ら れ る 。pl･ 斜 長 石.ch･ 禄 泥 石. ｅｐｉ･ 緑 圜 石

11cSo 匐Phgt ｏ ｍｉｃrりfiraplis of alleicd basalt sampled lrom llle

ba ｓal pa11 01 S-4 ｓｅａ１１０ｕｌt, ゛rｌｌｅ ｏｅｍ ｍｏｎｅsl alteration

indlcl ｓischloiile, 回depidcSi ｓｊｓ ｄs ａv ・dilalev ・jcle

pl-plagi( Ｋｌａｓｅ,cll-4ごhlarilぞ.epi･ ｅpid ｏlｅ

写 良22 S －3海 山 上 部 か ら 採 取 さ れ た カ ンラ ン 石 玄 武 岩の 薄 片写 裏

卩】一将 災 石ol･ カ ンラ ン 石

iilio22 冖ｌｅｌａ ｍｉｃrｏｇrapllsQfolMlleba ｓallsamp16colle ｕcd

l･om  the  upper  pan  of S-3 ｓｅａｌｌｅｌｌｎt.

pl･plagi(Ｋｌａsｌ.al ●olivillｅ

写 良 冽 沢 ・llltt 底 部 か ら 縲 喞 さ れ た 玄 βUI: の 薄JII･町Ili

pl一剌 長 衣

111ｓ12,1 P11.10micr ｏｇｌ･ap11ｓ01t ｓIｓallicI･ｏｔksa11111k･Q1111･cli-d  fl･om

lllebasallxalilfSaw ●se111101111L.

131●plagiofla ｓｅ

冫叩
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